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令和３年２月３日 

福 島 県 土 木 部 

福 島 県 建 設 技 術 協 会 



 



主催：福島県土木部・福島県建設技術協会

■開催日時 令和３年２月３日（水）
１１：００～１６：２５（WEB会議型式）

■会 場 福島県庁本庁舎５階 正庁

開 催 次 第

【１】 開 会

１１：００

【２】 主催者あいさつ 建設技術協会長 諏江 勇

１１：００～１１：０５

【３】 留意事項説明

１１：０５～１１：１０

【４】 発表（１５件）

１１：１０～１４：４０

〈※休憩１２：００～１３：００、１４：４０～１４：５０〉

【５】 特別報告（６件）

１４：５０～１５：５０

【６】 審査結果発表及び講評 技術管理課長 草野 秀夫

１６：００～１６：１０

【７】 表彰式及びあいさつ 土木部長 猪股 慶藏

１６：１０～１６：２５

【８】 閉 会

１６：２５



番号 所属 課 発表者 テーマ 論題 頁

1 相双建設事務所 建築住宅課 山下　竜一 Ⅰ 東日本大震災・原子力災害ｱｰｶｲﾌﾞ拠点施設整備事業（伝承館） 1

2 相双建設事務所 道路・橋梁課 小嶋　浩 Ⅰ 国道２８８号小塚トンネルの施工について 2

3 保原土木事務所 業務課 佐久間　大樹 Ⅱ 県道浪江国見線佐須峠の地すべり災害について 3

4 県中建設事務所 建築住宅課 渡邉　郁恵 Ⅱ 郡山合同庁舎の耐震改修工事について 4

5 南会津建設事務所 河川砂防課 渡部　裕貴 Ⅱ 桧沢川・舘岩川　河川災害復旧事業について 5

6 いわき建設事務所 河川砂防課 根本　駿 Ⅱ
流域の生命と財産を守る河川改修
～夏井川・好間川河川災害復旧助成事業の取組～ 6

7 いわき建設事務所 河川砂防課 槌谷　将大 Ⅱ
土石流を防ぎ、地域を守る砂防えん堤
～諏訪沢災害関連等砂防事業の取組～ 7

8 相馬港湾建設事務所 建設課 菊地　海里 Ⅱ うねりによる防舷材への影響について 8

9 県南建設事務所 道路課 櫛田　卓也 Ⅲ
国道２９４号　南湖トンネル
～脆弱地山・大断面への挑戦～ 9

10 会津若松建設事務所 道路課 佐川　卓矢 Ⅲ 中山間地域における国土強靱化に向けた道路整備 10

11 喜多方建設事務所 道路課 遠藤　和成 Ⅳ
「ふれあい通り」（喜多方会津坂下線）の蔵庭整備について
～まちをつなぎ、歴史をつなぎ、人をつなぐ蔵庭～ 11

12 県北建設事務所 道路課 橋本　昇明 Ⅴ ふくしま復興再生道路の早期完成に向けた遠隔臨場への取組 12

13 県北建設事務所 企画調査課 小林　宏典 Ⅴ 道で咲かせよう東北の花プロジェクト～復興五輪版～の取組 13

14 会津若松建設事務所 建築住宅課 中島　祐美子 Ⅴ
既存ストックの活用に向けた取組み
～会津保健福祉事務所移転改修等工事～ 14

15
小名浜港湾建設事務
所

企画調査課 菅野　俊浩 Ⅴ
視覚に訴える情報発信の取組について
三崎防波堤延伸工事～タイムラプスによる動画紹介～ 15

日本道路(株)東北支
店

営業部技術営業
課

丸山　征紀
（福島　純司）

16

企画技術総室 土木企画課 菅谷　真典 17

建築総室 建築住宅課 矢吹　武之 18

建築総室 営繕課 赤瀬　清彦 19

いわき建設事務所 道路・橋梁課 猪狩　浩一 20

富岡土木事務所 道路・橋梁課 浦部　晶彦 21

審査結果発表及び講評
16:00～16:10

表彰式及びあいさつ
16:10～16:25

閉　会
16:25

14:50～15:50

特別報告
（6件）

県道広野小高線　楢葉地区・天神大橋整備事業

東日本大震災の教訓に学ぶ「3.11伝承ロード」の取組

アスファルト舗装の新技術、新工法について

いわき建設事務所管内の防災緑地事業（７箇所）

【テーマ】
Ⅰ．「東日本大震災及び原子力災害からの復興・再生」：復旧復興事業
Ⅱ．「安全で安心できる生活環境の確保」：防災、維持管理、積雪地域・過疎地域の環境整備等
Ⅲ．「ふくしまの活力を支える社会資本の整備」：道路網整備、観光支援等
Ⅳ．「思いやりにあふれたまちづくり・地域づくり」：まちづくり、環境保全、リサイクル等
Ⅴ．「その他」：新技術、新工法、マネジメント、広報等
【発表時間】
○発表：７分、質疑応答：３分（１発表当たり１０分）

大熊町大川原地区災害公営住宅等整備事業（第１期）

福島県立ふたば未来学園中学校・高等学校整備事業

12:00～13:00　昼休み

11:10～
12:00

（5件）

13:00～
14:40
（10件）

「令和２年度ふくしまの未来を拓く業務発表会」　発表論題一覧

【準会員】

【令和元年度全建賞】

【令和元年度全建賞】

【令和元年度全建賞】

【令和元年度全建賞】

【令和元年度全建賞】



 

業務発表 

 
（１５件） 

 

 

 

 

 

 

 



東日本大震災・原子力災害の未来への継承

施工場所：双葉郡双葉町大字中野 地内

１．東日本大震災・原子力災害伝承館について

福島県相双建設事務所建築住宅課

副主任建築技師 山下 竜一

東日本大震災・原子力災害アーカイブ拠点施設整備事業（伝承館）

２．事業概要

様式２

・福島イノベーション・コースト構想の情報発信拠点に位置づ
けられ、原子力災害を中心とした資料を収集・保存し、展示・
プレゼンテーション、研究及び研修に活用する。

・地震、津波、原子力発電事故の複合災害の記録と教訓を後
世に伝え、国内外からの支援に対する感謝の思いを発信する。

・震災の記憶の風化防止のための情報発信を行うとともに、
防災・減災に役立てる。

・県復興祈念公園や双葉町産業交流センターなどの周辺施
設と連携し、交流人口の拡大を図る。

・平成29年3月に基本構想が策定され、平成29
年度に基本設計、実施設計に着手、工期17ヶ月
として平成30年12月に着工。

・相双建設事務所では、建築・電気設備・機械
設備の工事監督を行い、令和2年5月末に竣工
を迎えた。

北東側より施設全景

５．お わ り に

４．モニュメンタルな建築

展示エリア
内観パース

展示・プレゼンテーションエリアでは、震災
前の地域の様子から、震災の発生、復興に
向けた取り組みなど、6つのエリアに区切り、

来館者が展示ストーリーに沿って一筆書き
で巡るよう計画している。
博物館として震災関連の収蔵資料は約24

万点あり、そのうち約170点を展示している。

当施設は、四方から見られるモニュメンタ
ルな建築として、細部までこだわりを持った
デザインとなっている。

施設の東面は県復興祈念公園を通じて太
平洋に対面し、緩やかに湾曲する透明性の
高い大きなガラス面を採用。

また、建物全体がフラットルーフを基調と
たャープなデザインとなっており、躯体の配
筋作業や高強度コンクリートの打設、特殊な
形状の鉄骨工事など、施工者の工夫や努力
が詰まった建築となっている。

主要用途 博物館

構 造 鉄筋コンクリート（一部鉄骨）造

階 数 地上3階建て

敷地面積 28,178m2

延床面積 5,256m2

総事業費 約53億円

３．施設概要

本施設は令和2年9月20日にオープンし、
同10月には、開館から21営業日で来館者
が1万人を突破するなど、多くの方々に複合
災害の教訓を伝えている。

複合災害の教訓を後世へ伝承し、ふくしま
の復興・再生につながることを期待している。 エントランスホールの吹抜け空間 プロローグシアターの螺旋スロープ
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～トンネル低土被り部の沢処理～

施工場所：国道２８８号 双葉郡大熊町大字野上地内

１．はじめに

福島県相双建設事務所

道路・橋梁課 副主査 小嶋浩

国道２８８号（仮称）小塚トンネルの施工について

２．現場における課題

様式２

野上小塚工区 全体延長 ２．１ｋｍ

１工区 ２工区 ３工区

（仮称）小塚トンネル
Ｌ＝１,１２６．０ｍ（仮称）２号橋

Ｌ＝４６．５ｍ

（仮称）１号橋
Ｌ＝３５．１ｍ

（仮称）３号橋
Ｌ＝７４．４ｍ

至 郡山 至 双葉

【平面図】

国道２８８号

熊川

現道

至 郡山

至 双葉

低土被り部

国道２８８号は東日本大震災及び原発事故に伴う避難指示区域等の復興と避難された方々の帰還を促進するため、
「ふくしま復興再生道路」と位置づけ、重点的に道路整備を進めている路線の１つである。
双葉郡大熊町大字野上地内に位置する野上小塚工区は、山岳部で道幅が狭く、急カーブ・急勾配区間が連続し、大

型車のすれ違いが困難であり、安全な交通の確保が課題となっていた。そのため、 ２０２０年代初頭の全線開通を目指
し、平成２６年度より（仮称）小塚トンネルを含む延長約２．１ｋｍのバイパス事業に着手しており、今年度（仮称）小塚トン
ネルが貫通する予定である。

【断面図】

トンネル部現道部（幅員狭小区間）

・（仮称）小塚トンネルの掘削にあたり、掘削進度９００ｍ地
点に低土被り部（沢）があり、常時流水が確認された。掘削
時トンネル内に沢水を引き込む可能性があること、沢水が
完成後の維持管理に支障を及ぼす可能性があることから、
トンネル掘削前に恒久的な沢処理を行う必要があった。

【縦断図】

低土被り部

４．お わ り に

３．現場での対策

・沢処理施工により、掘削時トンネルに影響が出るような湧水
は見られなかった
・トンネル掘削後においても変状等は生じず、地表水が処理さ
れている

資材運搬経路

【現場条件】
・現道から離れており資材の運搬が困難
・転石や倒木による不陸が多い
・国有林野内（一部保安林）で仮道の整備
が困難なため重機搬入不可

現場条件を踏まえ、以下検討を行った
・地質調査で設置したモノレールを利用して運搬できる資材
・人力での不陸整正となるため、フレキシブルに施工できる資材・工法
・現場で資材の加工、施工が可能な資材・工法

（仮称）小塚トンネル

コンクリート封入布に土嚢を併用する工法
を採用
※コンクリート封入布：
敷設後、散水により高耐久で水密
性の高いコンクリート面を構築

現地の不陸状態資材の搬入経路

国道２８８号

コンクリート封入布施工 沢処理完了

コンクリート封入布＋土嚢工

低土被り部

資材の搬入（ユニックで資材を下ろし
モノレールで運搬）

資材荷下ろし場

194851
タイプライターテキスト
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公共災害復旧工事（道路）

施工場所：伊達市霊山町石田字佐須峠地内

１．はじめに

福島県保原土木事務所 業務課

技師 佐久間 大樹

主要地方道浪江国見線 佐須峠の地すべり災害について

２．設計上の課題及び対応方針

様式２

佐須峠概要
 飯舘村佐須地区の重要な生活道路
 東北中央道へのアクセス道路
 震災後は大型車の需要増

被災概要
 令和元年１１月１８日確認
 路面の隆起や背後地の滑落
 ０．４ｋｍの通行止めを実施

以下の調査を実施．．．
① 現地踏査
② 伸縮計・移動杭による観測
③ ボーリング調査

課題

①「台風１９号の大雨から１ヵ月の期間を経て、なぜ地す
べりが発生したのか」

②「地下水が低いのに、なぜ地すべりが発生したのか」

地
下
水
位

滑落崖や
法面の変状
から範囲を
決定

降雨時には、
変位が大きく
なる傾向

花崗岩の深部に
軟弱な層を確認

対応方針

台風後～災害発生までの地下水位の動きを解析する。
⇒実効雨量解析により、過去の水位を再現する。

技術的提案① 「実効雨量解析」

技術的提案② 「地下水の３Ｄモデル化」

台風１９号と直後の降雨により、１１月中旬に最も地下水位が上昇し、
全体の１／４程度が地下水位以下に没したため、地すべりが発生した。

回帰式より地下水位を再現し
た結果、
 台風19号から1ヵ月後の

11/9～13にかけて最高位を
観測

 主測線上の調査点ではす
べり面上まで上がらない。

 副測線上の調査点ではす
べり面上まで上がる。

①実際の雨量より
実効雨量を算出

②観測した地下水位と
比較し、相関性が最も
高い実効雨量を決定

③地下水位を再現

地下水の影響が
わかりづらい

求めた再現水位を３Ｄモデルで可視化

 すべり面の一部で地下水位以下に没
する

 水没位置は副測線斜面の下方
 水没面積は全体の１／４

地すべりの変状が副測線斜面下方
（斜面左側下方）で顕著であり、地下水
位と被災状況が調和的。

すべり面
（赤い面）

地下水位
（青い面）

５．まとめ

４．安全対策と今後の予定

３．施工上の課題と工法の選定

施工上の課題 「交通の確保」

 生活道路で通行再開は急務

 地すべり活動中のため、即効性と
確実性の高い応急工事が必要

復旧工法の選定

「低い地下水位」「用地の問題」に
対応した工法
⇒抑え盛土工を施工

抑え盛土工着手（R2/1/30）
片側交通開放（R2/2/27）

※応急工事の安全率
（1.05）を確保。

地下水位が低いことから、「排土工」、「杭工」、
「グラウンドアンカー工」を組み合わせて工法比較。
⇒残土搬出費用等の面で優位な「グラウンドアンカー工」を選定。

施工図

施工に際し抑制工が必要・・・抑え盛土工を応急本工事として申請。

マサ

強風化花崗閃緑岩

マサ

強風化花崗閃緑岩

マサ

強風化花崗閃緑岩

マサ

強風化花崗閃緑岩

施工フロー
1案 アンカー⼯
上段4段 (+0.134)

1.084

抑え盛⼟撤去
(-0.10)

1案 アンカー⼯
下段2段(+0.067)

1.151

現況安全率

0.95 1.184

抑え盛⼟
(+0.10)

1.05
地すべりが
進行している
場合

※安全率は「公共土木施設の災害申請工法のポイント（平成27年改訂版）」の値を使用

応急工事

① ③

安全率1.05以上を確保した上で作業を進める。
≧1.15・・・OK

①抑え盛土工
Fs:1.05 ②上段アンカー工

Fs:1.184

抑え盛土工に足場を組み、
ロータリーパーカッションに
より施工

③抑え盛土一部撤去
Fs:1.084

抑え盛土工を除去しつつ、
アンカーを打設 ④抑え盛土完全撤去

アンカー工完成
Fs:1.151

安全対策
 ライブカメラの設置
現場の状況を、遠隔で監視。
 伸縮計・警報装置の設置
・地すべり変動を常時監視。
・基準値を超過した場合は、
通行止めを実施。

分収造林・民有保安林
工事に際し、保安林の作業許可と買取補償が必要。

⇒所有者である地元管理会と管理者である森林研究・整備機
構に補償・同意をもらいつつ、保安林の調整。

図１ ライブカメラ監視状況

図２ 伸縮計計測状況

事業スケジュール
・R2.10 災害査定
・R2.11 分収造林収用申請
・R2.12 工事契約
・R3.1  立木補償契約、保安林作業許可申請提出
・R3.3  作業許可受理、現場着手

・災害が発生した当初は、地下水の状況等から、地すべりの発生原因が不明瞭であった。
・降雨量や地下水位のデータから回帰分析を行い過去の水位を再現することで、原因を特定できた。

・応急工事で抑え盛土工を実施することで、生活道路としての機能を早期に確保。
・保安林・森林管理者・森林所有者と調整を進めながら、早期復旧完了を目指す。

応急工事・災害申請

② ④
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～歴史的建築物の改修～

施工場所：郡山市麓山1丁目1番1号

１．建物概要

福島県県中建設事務所建築住宅課

主任建築技師 渡邉郁恵

郡山合同庁舎の耐震改修工事について

２．目的

様式２

「福島県県有建築物の耐震改修計画」に基づき、大地震時の倒
壊の危険性を解消し、来庁者及び職員の安全を確保するととも
に、災害対策本部を設置する防災拠点施設としての機能維持を
図るため、耐震改修工事を実施した。

建設年度 昭和５年（１９３０年） 築９０年を経過
昭和44年より郡山合同庁舎として使用開始
地上4階地下1階
建築面積 １，８４９．４６㎡
延床面積 ３，９０６．９３㎡

３．工事概要

○ 工事エリア

・居ながら改修工事のため、工事エリアを３つの工区に分け、工区
ごとに庁舎機能を仮設庁舎に移転しながら本工事を行った。
・歴史ある郡山合同庁舎の外観や内部の雰囲気を損ねることが
ないよう、鉄骨ブレースではなく、RC造の耐力壁による補強とした。
・耐力壁は、外壁面を避け内部に配置し、極力既存の壁と同じ位
置に配置した。

建設当時
設計：宮田荘七郎
施工：増子組

建設当時
設計：宮田荘七郎
施工：増子組

▽Ｇ．Ｌ

▽24,000

70,050

▽10,6500

６．お わ り に

５．工事での検討事項

４．作業の流れ ～耐力壁ができるまで～

○ コンクリート脆弱部分への対応

○ 調査を行いながらの工事

○ 地下の狭隘スペースでの作業

解体工事 アンカー工事 鉄筋工事 型枠工事

コンクリート
工事

グラウト工事 内装工事

完成

工事に伴い仕上げの漆喰を剥
がすと、いたる所にコンクリートの
脆弱部分が確認された。設計者と
打合せの下、脆弱部分の程度に
応じて、補修方法を決定し、きめ
細かに工事を行った。 写真：脆弱部分除去後

既存図面が無いことから調査を
行いながらの工事となった。

①スラブ開口後、スラブ断面の厚
みが想定と異なることが判明した
ため、スラブ復旧方法を再検討の
上、施工した。

②掘削中に埋設されていた躯体が
確認されたため、既存躯体の配
筋状況を調査し、設置予定の耐
力壁の大きさを変更した。

写真：スラブ断面、図：配筋要領

地下は非常に狭く作業スペースは約
６５ｃｍから１ｍ弱であった。加えて、地
下工事の床仮設開口には大きさの制
約があり、狭隘なスペースでの作業と
なった。このため、掘削作業（３ｍ程
度）や耐力壁の施工には、人力での地
道な作業や施工順序の検討などの苦
労があった。

写真：地下状況、図：耐力壁

庁舎利用者・近隣住民への工事内容の周知、会議や入札等の
重要なイベントに応じた工程の配慮、そして工事に要求される性
能を確保するための設計者と受注者の連携等、庁舎機能を維持
しながら歴史的な建築物の工事を行うには、打合せの重要性を
改めて感じた。 愛着ある歴史的建築物の工事では、外観を損な
わないことは重要な課題となるため、丁寧な検討、きめ細かな工
事が大切となる。個別具体の経験を蓄積していくことで、今後の
維持保全に役立てられればと感じた。
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桧沢川・舘岩川 改良復旧事業の記録

施工場所：南会津郡南会津町金井沢地内外 南会津郡南会津町伊与戸地内外

１．はじめに

福島県南会津事務所河川砂防課

技師 渡部 裕貴

桧沢川・舘岩川 河川災害改良復旧事業について

２．事業概要

様式２

平成２７年９月関東・東北豪雨では、西日本から北日本にかけて広い範囲で大雨となり、特に９月９日から１１日にかけては、
台風１８号から変わった低気圧に流れ込む南よりの風により湿った空気が流れ込み続けた影響で、多数の線状降水帯が次々と発生
し、関東地方と東北地方では記録的な大雨となりました。
桧沢川流域内に位置する針生観測所では、降り始めからの総雨量303mm(最大24時間雨量267mm、最大時間雨量46mm)、舘岩川流域

内に位置する舘岩観測所では、降り始めからの総雨量325mm(最大24時間雨量255mm、最大時間雨量23.5mm)を記録しました。

桧沢川・舘岩川の流下能力を超える出水が発生し、堤防の破堤や越流により、住宅等の浸水など甚大な被害を受けたため、平成
２７年１０月に測量調査設計を開始し、１１月下旬に災害査定を受け、桧沢川については全体計画延長L=7.9km、舘岩川について
は全体計画延長L=1.7kmの改良復旧事業の採択を受け、両河川の工事に着手しました。

桧沢川 河川災害復旧助成事業

舘岩川 河川災害復旧助成事業

桧沢川 高橋復旧状況

桧沢川 １工区復旧状況

舘岩川 新田橋復旧状況

舘岩川 ２工区復旧状況

５．お わ り に

３．工事中・環境への配慮

両河川の改良復旧事業の全ての工事が無事に完了したことから、１１月１３日に竣工式
を旧檜沢中学校体育館で行いました。
竣工式典はコロナウイルス感染予防対策として、ソーシャルディスタンスを保ちながら

行い、桧沢川の久戸沢橋において、地元主催の山桜の記念植樹も行われました。
また式典後に、竣工式に合わせ、豪雨災害による経験と教訓を後世に伝えるため、改良

復旧事業の記録誌を作成し、地元の公民館･集会所の他、関係機関に配布し、好評を得ま
した。
記録誌には、関東･東北豪雨時の気象条件、当時の新聞記事、桧沢川の被災状況、事業

の工事概要、環境への配慮状況、周辺地区住民からの感想等を掲載し、公共事業に対する
住民の理解と防災意識の向上を図りました。

桧沢川にはイワナ、ヤマメ、ヤツメウナギなどの回遊魚が生息しており、落差により
魚の遡上の阻害とならないよう落差工に魚道を整備しました。また、河川内で発生した
巨石を河床に敷設し、魚や水生生物が棲みやすい環境を確保しました。
さらに、工事中には沈殿槽を設け、濁った水を濾過し川へ戻すなど環境に配慮する工

夫を行いました。

４．合同竣工式

平成２７年９月の関東・東北豪雨により甚大な被害を受けた桧沢川及び舘岩川の両河川
において、改良復旧事業の全ての工事が完了し、竣工を迎え地域の安全･安心を確保するこ
とができました。
改良復旧事業の実施にあたり、御協力いただいた地元住民の皆様と工事委託等関係者の皆様

の御尽力の賜物であり、心から感謝申し上げます。

桧沢川・舘岩川 合同竣工式

桧沢川（久戸沢橋）において、記念植樹

両河川の再度災害防止を図るため、河道拡幅と築堤により流下能力を確保し、治水安全度
の向上を図る計画としました。
桧沢川では、河床洗掘防止のための帯工6基を設置し、縦断是正のため床止工4基を設置し

河床を安定させたほか、落差のある床止工には魚類の生態系に配慮し魚道を整備しました。
さらに、河道の拡幅に伴い、久戸沢橋、高橋、出合橋の３橋の架け替え、3箇所の取水堰

（今生上堰、塩江堰、福米沢堰）の付け替えを行いました。
舘岩川は、下流部では河道拡幅及び断面狭小部となっていた新田橋を架け替え、流下能力

を確保したほか、水衝部に根固工を設置し護岸基礎の洗掘防止を図りました。

舘岩川 標準横断図

桧沢川 標準横断図

沈殿槽を設けて濁った水を
濾過して綺麗にしてから川へ戻す

大きな石を残し、河床に敷設して
魚や水生生物が棲みやすい環境整備

魚の遡上の阻害にならないように落差工に魚道を整備

194851
タイプライターテキスト
５



～夏井川・好間川河川災害復旧助成事業の取組～

施工場所：いわき市平塩地内外

１．はじめに

福島県いわき建設事務所河川砂防課

技師 根本駿

流域の生命と財産を守る河川改修

２．事業内容

様式２

夏井川水系夏井川は、田村市大滝根山を源とし、小野町を経てい
わき市へ流下し、太平洋へ注ぐ二級河川である。
県管理区間河川延長L=67.1ｋｍ、流域面積748.6km2で県管理の
二級河川で最大である。
令和元年東日本台風（台風19号）は、福島県で初となる「大雨特別
警報」が発令されるなど県内に甚大な被害を及ぼした。
いわき市の被害は、夏井川7箇所、好間川1箇所の計8箇所で堤防
決壊等の公共土木施設の被害があった。人的被害としては、死者8
名（夏井川沿川 6名）、住家被害は、全壊103棟、半壊3760棟、
一部半壊1246棟の被害を受け、特に夏井川沿川の住家密集地で
ある平窪地区周辺の被害が顕著であった。
この台風被害は、今までに経験したことのない甚大なものであるため、
災害復旧のみでは再度災害の防止が十分ではないと判断し、夏井
川・好間川の延長L=21.5kmにおいて、改良復旧事業の申請を行い、
令和2年3月23日に採択された。

河川名：二級河川夏井川水系夏井川及び好間川
事業箇所：いわき市平塩地内外
事業延長：L=21.5km（夏井川14.9km、好間川6.6km）
事業期間：令和元年度～令和5年度（予定）
全体事業費：約305億円（助成事業とあわせた県事業を含む）
事業概要：河道掘削、築堤工、護岸工、橋梁工等

〈令和元年10月13日撮影 被災した夏井川沿川の様子〉

* 都道府県が事業主体で行う改良復旧関係事業（令和元年分）については、
全国１位の事業費である。また、これまで福島県が実施した改良復旧事業
の中でも１位となる。

４．お わ り に

３．課題および解決に向けた取組

① 掘削残土 約V=360万ｍ３の残土搬出先の確保 （東京ドーム約３杯分の膨大な量）
② 用地買収 約A=５２万ｍ２の迅速な買収

○主な課題

① 夏井川・好間川改良復旧プロジェクトチーム（いわき建設事務所）
事業課（河川砂防課）だけでは、円滑な事業の進捗が難しいため、他部の職員にも協力

を依頼し、各種課題の解決を目的として毎週水曜日に開催している（メンバー22名）。

② 夏井川・好間川復旧事業に係る連絡調整会議（県・市）
残土搬出先の情報収集や所有者不明の土地情報など、県だけでは解決に時間を要する

事項について、市の関係部署と連携し、必要となる各種の協議・調整を円滑に進めることを
目的とした。いわき市副市長を委員長とし、いわき建設事務所長、いわき市土木部長、いわ
き建設事務所企画管理・事業・総務部長、企画調査・河川砂防・用地課長、いわき市各関
係課長等14名を含む計23名を委員とした。

③ 夏井川・好間川水系工事連絡協議会（県・工事受注者）
令和3年1月時点で夏井川19本、好間川5本の計24本を実施中であり、各工事で掘削

土や伐木・伐竹の運搬を行うことから、ダンプトラック等の渋滞の解消や各工事間での課題
解決、連携等を図る。

○解決に向けた取組（県・市・受注者での連携）

夏井川・好間川復旧事業に係る連絡調整会議（県・市）

本事業では、台風１９号における破堤箇所等の
復旧工事及び堆積土砂の掘削工、伐木・伐竹工
の実施により、今後の豪雨災害を防ぐことが目的
です。そのために、上記取組により県・市・受注者
間で連携を図り、約360万m3の残土搬出先の確
保及び、約52万m2の用地買収を着実に進め、令
和5年度の事業完了を目指し、工事を進めていき
ます。

施工前（R2.7月時点） 施工中（R3.1月時点）

狭窄部伐木・掘削工施工状況（夏井川：平鎌田地区）

○進捗状況（R3.1月時点）

○残土搬出先確保状況
約３６０万ｍ３の掘削残土に対し、令和

２年度発生予定土量約６０万ｍ３について
は、概ね確保した。今後は残り約３００万
ｍ３の搬出先を確実に確保する必要があ
る。

○用地買収進捗状況
用地買収面積約５２万ｍ２に対し、施工

承諾を取りながら交渉を実施中。

○工事進捗状況
・破堤箇所(8箇所)：全て完了
・狭窄部掘削工：出水期前等までの工事

（12件） 完了を図る。
・本格的掘削工：R3.1月から順次着工予

（17件） 定。R5年度の工事完了
を図る。
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諏訪沢災害関連等砂防事業の取り組み

施工場所：福島県いわき市三和町上市萱字諏訪地内

１．諏訪沢災害関連等砂防事業の概要

福島県いわき建設事務所河川砂防課

技師 槌谷将大

土石流を防ぎ、地域を守る砂防えん堤
様式２

令和元年10月12～13日の令和元年東日本台風により、福島県の中通りと浜通りで多くの土砂災害(土石
流、がけ崩れ)が発生した。
福島県浜通り南部に位置するいわき市三和町では、三和の雨量観測所において、総雨量で460mm、最

大時間雨量で69mmを観測、諏訪沢で土石流が発生、人家裏に土石が流れ込む被害を及ぼした。

・令和元年 １０月１２日１４時０９分 大雨警報発表
・令和元年 １０月１２日１５時３０分 土砂災害警戒情報発表
・令和元年 １０月１２日１９時５０分 大雨特別警報発表

諏訪沢においては、令和元年東日本台風により崩壊し

た土砂が渓流に堆積していることから、放置すれば次の
豪雨出水等により、著しい土砂災害が発生する恐れがあ
ることから、緊急的に災害関連緊急砂防事業にて対策工
を実施する。

人家等被害:民地内への土砂流入、床上浸水１戸（人家）、
床下浸水１戸（集会所）
なお、人的被害は、早期に住民が避難したことで被害なし

令和元年 １２月２４日 事業採択

令和元年 １０月１２日２０時頃 諏訪沢にて土石流発生
（聞き取り）

４．お わ り に

３．進捗状況・創意工夫

２．内 容

令和元年東日本台風により崩壊した土砂が渓流に堆積していることから、砂防ダムを
設置し、下流人家への土砂流出を防止し、住民の生命・財産を守る。
○事業概要：砂防えん堤（透過型）N=１基
○事業費 ：約２３１百万円
○保全対象：市道(上三坂下市線)L=108m、 人家１戸、公民館（公共施設）

（進捗状況）
･令和２年１月、測量・設計業務、地質調査業務を発注
・令和２年１０月１日、事業の説明会を実施
・令和３年１月現在、えん堤本体工事の入札手続き中
・今後は、令和３年度内のえん堤工完了を予定

(創意工夫)
発災以降、本省砂防部や砂防課と密に調整を行い、早期の設計とりまと

めを図ったほか、地域への丁寧な説明により、早期発注に努めた。
砂防えん堤箇所は、袖部が急傾斜であり、渓流幅も約５mと狭い。砂防え

ん堤の袖部を地山へ搬入する場合、大規模な掘削が生じ、転石等による施
工中の安全確保が困難となる恐れがあったことから、 人工地山を採用し、
急斜面の切土に伴う工事の安全確保を図った。このことにより、約30,000千
円のコスト縮減となった。

○諏訪沢では、土砂災害警戒区域の指定に伴い、避難体制が整備されており、住民の早期避難に繋がり、人的被害がなかった。
○諏訪沢の上流においては、未だ東日本台風により崩壊した土砂が堆積していることから、砂防えん堤の整備を早急に進め、ハード・ソ
フト両輪による総合的な土砂災害対策を図り、県民の安全・安心を構築していきたいと思います。

○最後に、私は今年度採用で、初めての業務がこの災害復旧対応でしたが、事務所の皆さんから、様々なご指導を受けながら、課一丸
となって発注まで取り組みました。この経験を土木技術者として、必ず生かしていきたいと思います。

砂防堰堤工N=１基

（完成イメージ）

（土砂の堆積状況）
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南湖トンネルの概要
○白河バイパスにおいて、白河中心市街地と南部軸である国道２８９号を結ぶトンネル
○延長Ｌ＝４７４ｍ、Ｗ６．５（１４．５）ｍ
○脆弱地山のため、全区間補助工法採用
○大断面トンネル（掘削断面積 約１５０ｍ２、内空断面積 約９６ｍ２）

施工場所：白河市五郎窪地内（南湖トンネル）

１．はじめに

福島県県南建設事務所道路課

主査 櫛田卓也

国道２９４号 南湖トンネル
－脆弱地山・大断面への挑戦－

様式２

E ⽀保パターン図

中央導坑
抜粋課題①課題②

課題①終点側坑口部の強度不足

山岳トンネル工法の適用地質から外れる

トンネル上部より低強度地層の地盤改良
により強度改善しトンネル掘削を行う。

課題②地山強度比１未満箇所の対応

地山強度比０．４ＭＮ／ｍ２＜１ＭＮ／ｍ２

通常のＮＡＴＭ支保パターンでの計画困難。
ＦＥＭ解析によりＥパターン及びＤパターンに決定。

脆弱地山のため、一般的な標準支保パターンの適用ができない２．地質的課題への対応（設計時）

３．地質的課題への対応（施工時）

複雑な地層の確実な地盤改良を行うため、追加ボーリングを
実施し３Ｄ地質図を作成。改良体１本毎の地層データを作成。
地盤条件を変更しＦＥＭ解析し支保パターンを最適化。

課題①終点側坑口部の強度不足 課題②地山強度比１未満箇所の対応

５．まとめと今後の留意点

４．施工状況

切羽開放時間短縮の工夫

○中央導坑の施工 ➡ 導坑施工位置の変更、３０ｍ毎に
本坑掘削を行い導坑の応力を早期開放

○本坑切拡げ施工 ➡ 上半2分割施工、左右同時施工
（施工機械２セット）

○施工機械大型化 ➡ 切削機（ツインヘッダー）、ズリ積み
機（タイヤショベル）、吹付機
○安全性確保 ➡ 中央導坑撤去用に解体重機（油圧式大
割機）を採用

中央導坑（注入式フォアポーリング）

本坑掘削（ＡＧＦ） 本坑拡幅掘削（上半） 本坑掘削（下半）インバート

・課題①・②でFEMを用いた設計・変更手法を用いて、事前に対策を計画する事によって、変位を抑制して脆弱地山を
掘削する事が出来た。
・脆弱地山での大断面トンネルを、掘削機械・施工方法の工夫により、NATM掘削で安全に施工する事が出来た。
・南湖トンネルのような特殊地山では、FEMを用いた設計・変更手法は有効である。
・FEMを活用する場合には、支保パターン決定まで時間とコストを要することと、詳細な地質データ採取と解析条件の
設定が重要であることに留意する必要がある。
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（H22年度 会津若松建設事務所実施 アンケート結果）

（H22年度 会津若松建設事務所実施 アンケート結果）

豪雪地帯

～これまでの災害から学んで～

対象地域：奥会津地域（柳津町、三島町、金山町、昭和村）

１．はじめに

福島県会津若松事務所道路課

技師 佐川卓矢

中山間地域における国土強靱化に向けた道路整備
様式２

本県の８割を占める過疎・中山間地域。

中でも、奥会津地域では、厳しい地形及び
気象条件、高い高齢化率、低い道路網密度
などの特徴が顕著である。

対象地域

今後の地域の持続的発展に課題

医療・買い物等は
奥会津地域外に
依存している

しかし

○道路網の現状
・道路網密度が低い
・特に冬期間は、地域外との移動経路
は国道252号に依存している

・国道252号は新潟福島豪雨（H23.7）で浸水
や道路流出により寸断
・周辺道路網も近年多くの被災を受けている

特別豪雪地帯

２．奥会津地域の広域交通実態

高齢化率が高い市町村１０位
道路網密度
※県道以上の道路延長÷面積

奥会津発の日常の移動先の比率

奥会津発の地域外への移動目的の比率

（当管内調べ）

５．お わ り に

４．取り組み状況・創意工夫

３．奥会津地域の道路網の課題

１）緊急輸送路の強化及びリダンダンシーの確保
・国道252号の重点的整備（①本名ＢＰ、②水沼工区）

・広域迂回路線整備（国道400号③小栗山工区・④舟鼻工区、⑤柳津昭和線）

２）冬期通行止めの解消（⑥国道401号博士峠工区）

３）孤立集落発生防止のための路線強化（会津若松三島線⑦大谷工区・⑧久保田工区）

○奥会津地域の持続的発展のため、広域道路網の強靱化が重要である。
○新潟福島豪雨で大きな被害を受けた只見川に沿って通過する国道252号は、
当時数カ所で浸水及び寸断されたため、奥会津地域への影響は甚大であった。
○現在、H23の豪雨災害を受けて、只見川の改修事業が進められている。

現状 既存ネットワークを最大限活用し、被災履歴等を踏まえ、下記箇所を優先的に強化

１）緊急輸送路の寸断
（例）H22 国道400号 玉梨シェッド落石
（例）H23 国道252号 新潟福島豪雨

２）冬期通行規制
（例）国道401号 博士峠 ほか

３）集落の孤立化

※掘削土を有効活用しコスト抑制
（①、⑥のトンネル掘削土
→③、⑤の盛土材として利用）

地形条件

道路網密度低

広域迂回等によりその影響が生活に直結

（例）会津若松三島線 大谷集落、
久保田集落ほか

奥会津地域の生命線である国道252号において、
只見川整備と一体となり浸水対策を進めていく

災害等での
寸断が多発

H23.7 新潟福島豪雨時の国道252号の迂回状況

災害等による道路寸断実績 （広域迂回や孤立化が発生）

方
針

冬期通行規制

気象条件

整備コスト大

博士峠冬期通行規制時の迂回状況

これまでに顕在化した交通支障は、
大きく改善されることが見込まれる

今後も引き続き、道路網を俯瞰しリスク評価を行いながら、強靱化を進める

只見川浸水区間
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～まちをつなぎ・歴史をつなぎ・人をつなぐ蔵庭～

施工場所：喜多方市字二丁目地内

１．蔵庭とは

福島県喜多方建設事務所道路課

技師 遠藤和成

「ふれあい通り」喜多方会津坂下線の蔵庭整備について

２．蔵庭整備の基本方針

様式２

一般的にポケットパークと呼ばれ、まちなかに緑を取り入れることや休憩施設、情報発信を目的に作られています。

ここ喜多方では蔵などと一体となった整備を行い、県による整備だけでなく、アーケード撤去により前面に出てきた蔵
や店先のスペースを有効に活用しながら、憩いの空間を作っています。

○喜多方中心部の特性
・観光資源（蔵・神社・寺）が散在し連続していない。
・表から見えない奥にも魅力的な資源がある。
・それらの観光資源は歴史的に積み重なった伝統に基づいている。
・それらを残し生かしたいという人材が豊富である。
これらの特性を活かすために、4つの拠点を位置付け、「つなぐ」、「みせる」、

「つかう」を基本方針としながら、連鎖させ、喜多方の新しい原風景づくり、まち
づくりのための重要な空間要素として、まちなかに展開していく。

至 荻野（停）

至 新郷

３．計画地の概要

喜多方駅から市の中心部、ふれあい通りの中心に向かって最も人が集まり、
商店街や人気のラーメン屋などが軒を連ねる場所である。また、計画地より西
側に神社・寺などが数箇所あるが、ふれあい通りから神社・寺をつなぐための
東西の通路がない状況にある。

現在整備されている７箇所の蔵庭は駅前通りと仲町地区、下南地区に集中し
ているが、今回、計画地に蔵庭を整備することで、ふれあい通りと歴史的みち
すじが、『蔵庭』によってつながり、連続性が生まれ、喜多方市全体の一層の回
遊・散策の楽しさを伝えることができるための重要な場所になる。

５．お わ り に

４．整備計画

管理協定 （令和2年11月11日締結）

本地区は市街地というばかりでなく、1年を通してお祭りやイベント会場としても使われる喜多方市のメインとなる場所
であり、歩きやすくなった道路、まちなみに本事業の効果も発揮されてます。
今後も地元の方々や関係機関と連携を図りながら、事業完了に向けて取り組んでいきます。

施設 種別・規格 内容

板塀 杉材 塀高1.3m ・既設板塀を残し、その塀高に新規に作成する板塀の高さを合わせ、連続性を考慮する。
・三十八間蔵との一体的な活用を図るため、部分的に取り外し可能な構造とする。

横断防止柵 横断防止柵 H=0.85m
置き柵（可動式）H=0.85m 

・置き柵を固定したイメージで間をロープでつなぎ、神社の表参道のイメージを演出する。
・イベント時以外は車両の進入を抑制し、歩行者の安全を確保するため、車止め（置き柵）を設置する。

舗装 半たわみ性舗装（目地切）
ショットブラスト加工

・耐久性が高いため雑草が生えにくく、維持管理しやすいもの。
・目地切を行い石畳風とし、神社の表参道のイメージを演出する。

植栽 ナナカマド（樹高3m、枝張1m）
植樹桝内にタマリュウ植付

・三十八間蔵の視点場、敷地奥にある神社仏閣への参道であるため、中高木を配置し、景観向上を図る。
・四季の移り変わりを演出するため、落葉広葉樹とする。

排水施設 皿形側溝、スリット側溝
カラー舗装用化粧蓋

・表面からコンクリートが見えない構造とし石畳風舗装との景観の統一を図る。
・敷地奥は幅員が狭いため、スリット側溝を採用し、歩行幅員を広く使えるようにする。

照明 ポールライト
（支柱□100、H=3.85m）

・商店街のポール灯と同一のものを使用し、連続性を考慮する。
・周辺に住宅やホテルがあり、防犯上の観点より、明るすぎず、暗すぎない照度を確保する。

平面図
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～見えてきた課題と今後のさらなる活用に向けて～

１．遠隔臨場導入の目的

福島県県北建設事務所道路課

主任主査 橋本昇明

ふくしま復興再生道路の早期完成に向けた遠隔臨場への取組
様式２

（1） 作業の効率化
移動時間の軽減、長時間労働の削減等

（2） 新型コロナウイルス対策
接触頻度の減少による感染リスクの低減

（3）事故・災害への対応
迅速な状況確認

（4） 協議（懸案）事項への対応
早急な対応方針の決定

２．遠隔臨場の試行工事

ふくしま再生復興道路における改良舗装工事にて試行
（試行概要）

工事場所 福島県伊達郡川俣町大綱木地内
工事箇所 国道３４９号大綱木工区（ふくしま再生復興道路）
工事概要 施工延長 L=340m 道路幅員 W=6.5m（10.25m） 道路土工 V=19,193.0m3
遠隔対象 段階確認を主とする。

（発注者支援業務担当者の現場立会時、監督員が遠隔で同時確認。）

起点

終点

現場事務所

４．さらなる活用に向けて

３．遠隔臨場の成果と課題

（１） 臨場内容の確認
現場に赴くことなく、確認が可能

（２）作業状況の確認
目的の臨場以外の現場状況の把
握が可能

成果

（１） 多様なアプリケーション
からの選定

（２） 操作方法の把握
（３） 通信環境整備

課題

・アプリケーションを数種類に限定
・操作方法の講習会を実施
・現場内にWi-Fi基地局の設置
・事務所内にWi-Fi基地局の設置

改善案

（１） 遠隔臨場を知る（業者への説明会等による遠隔臨場の効果と理解の促進）

（２） 活用しやすい環境の整備（必要設備及び必要経費の明確化）

（３） 活用を共有する仕組みづくり（県の通信方法及びアプリケーションの整備）

発注者事務所 工事現場

施工者：現場臨場確認
タブレット端末撮影発注者：タブレット端末

オンライン化

発注者 設計値○○に対し
測定値○○です。

確認しました。

194851
タイプライターテキスト
１２



～育てた花で地域づくり～

施工場所：

１．はじめに・背景など

県北事務所企画調査課
主任主査 氏名 小林宏典

道で咲かせよう東北の花プロジェクト～復興五輪版～
様式２

「道で咲かせよう東北の花」プロジェクトとは、（公財）東京都道路整備保全公社が、
○東北被災地の復興支援
○潤いのある道路空間の創出
○東北と東京の地域間交流
を目的に平成25年6月から東日本大震災の被災地（岩手県、宮城県）で取り組ん

でいる事業です。

福島県では、いわき建設事務所が東京都からの自治法派職員とのつながりにより

平成25年12月から取り組んできました。

連携団体は、東北3県9自治体66活動団体。

２．活動内容

【目的】
復興五輪版として、野球・ソフト会場となる「あづま球場」へのアクセス道路の一部に東京都民と福島県民で育

てた花で彩ることにより、復興支援への「感謝」、オリンピック・被災地に対する「応援」、オリンピックに対する「おも
てなし」の心を選手・観客・世界へ伝える。また、プロジェクトを通して都民・県民との世代を越えた交流を図る。

４．お わ り に

３．アンケート結果

【連携自治体・団体】
３２団体 約５００人

高校 １校、小学校 ４校、４自治会、２自治体（5機関）、企業５社、その他１３団体

参加者から「楽しかった」「また参加したい」との声を多くいただき、本プロジェクトは成功したと考えられる。
また、地域コミュニティーにおける世代を越えたつながりが出来た事についての意見も多く、本取組の大きな効果といえる。

・
【活動】

・高校生の指導のもと小学生を対象に「種まき教室」を開催し、地元の活動団体がサポートし、世代を越えた
交流を図る。

・オリンピック会場へのアクセス道路の交差点に地域住民や企業が育てた花を飾る。

・花プロジェクトに参加した感想
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三崎防波堤延伸工事～タイムラプスによる動画紹介～

１．はじめに

小名浜港湾建設事務所企画調査課

技師 菅野俊浩

視覚に訴える情報発信の取り組みについて

２．事務所の広報内容

様式２

当事務所では、港について興味をもってもらうため、「管内の港湾･漁港」に関するものをテーマに、東日
本大震災からの復旧･復興状況や工事現場の状況などをホームページ、Instagram等へ投稿している。ま
た、管内でのイベント等の情報も併せて発信し、観光交流人口の拡大を目指している。

○ホームページ

港の情報･おしらせ（適宜）
ヒアリの状況（月１回）

放射線状況（毎日） 等

平成３１年２月
アカウント開設

フォロワー数
５１２名
（１／１４現在）

○Instagram

「管内の港湾･漁港」
をテーマに適宜更新

○その他

･ロゴマークの作成

缶バッチ化

･冊子、

クリア
ファイル

の作成
イベントや小名浜港
港内見学時に配布

○広報誌「おなはまみなと通信」

管内の復旧･復興状況や港の話題などを定
期的に発信する。（奇数月発行）

平成２７年３月
おなはまみなと
通信【第１号】
発行

担当キャラ
「としひろ君」

○小名浜港港内見学
主に小･中学
生、高校生を
対象に実施。
（随時募集）
令和２年度
実施校 ９校
参加者 ４３３名

４．お わ り に

３．動画による海上工事の紹介

今後も、「管内の港湾･漁港」に関することを発信していき、たくさんの人に港への興味をもっていただ
けるよう努める。

工事概要

大型漁船を安全に航行させるために三崎航路を
拡張する事業。

三崎防波堤を１１０ｍ延伸したうえで、最も狭い部
分の西防波堤を約２０ｍ撤去すれば、必要とされ
ている航路幅６０ｍが確保できる。

平成３１年３月～令和３年３月（３ヶ年）
防波堤 L＝１１０．０ｍ（ケーソン５函）

今回、港湾事務所ならではの海上工事「三崎防波堤延伸工事」をピックアップ。
この工事は、防波堤に設置するケーソンを海に浮かぶ作業船（FD）上で製作する、小名浜港でもあまり見

ることのできない工事であり、また、一般者が立ち入れない場所での作業であるため、Instagramでみんな
が手軽に見られるものをつくりたいと思い、タイムラプス撮影を行った。

ケーソン製作台船マリン８８
（FD：フローティングドック）

ケーソン（L22.0×B11.6×H10.0）

↑
↑
↑
↑
↑

実際の動画はこ
ちら！

Instagramのみだと
見てくれる人が限
定されるため、事
務所HPや広報誌、
イベント等でも周知。

小名浜港航空写真（三崎航路）
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令和 2 年度ふくしまの未来を拓く業務発表会 

 テーマ：アスファルト舗装の新技術、新工法について
 発表者：日本道路㈱東北支店 営業部技術営業課 丸山征紀・福島純司
 概 要：当社新開発の工法を 2 つ、サブタイトルに「道路から健康と環境を考える」と付し 

ご紹介させていただきます。 

① 快適歩走
通常の開粒度アスファルトの表面に特殊ウレタン樹脂を擦り込み、エンボス仕上げを施

すことにより、走行(歩行)時の着地衝撃を吸収し、下地アスコン層の適度な硬度により蹴り
出し時のグリップ感を創り出す新しいタイプの舗装。 

昨今の健康ブームからジョギングやウォー
キングを楽しむ人々が増えていますが、硬い
アスファルト舗装上での運動は却って足腰へ
の負担となることも考えられます。今回ご紹
介します「快適歩走」はソフトな着地で足腰
への負担を軽減し、スムースな蹴り出しで⻑
距離の走行(歩行)を楽にするという機能を併

せ持つ理想的な歩走
．．

材となっております。必
ずや皆様の健康ライフに貢献できるものと確
信しております。 

② スーパーポリアスコン
アスファルト混合物にポリエステル系改質剤(廃ペットボトル活用)を添加し、従来の半た

わみ性舗装と同等の耐流動性、耐油性を実現した環境にやさしい次世代型高耐久性舗装。 
全世界的規模で課題となっている廃プラス

チックの処理問題ですが、日本では廃プラを
アジアの国々へ輸出し処理を人任せにしてい
ました。しかし最近になってこれらの国々が
廃プラの輸入禁止に舵を切り、処理の行き場
を失った日本の廃プラスチックは待ったな
し、喫緊の課題となっています。

日本道路㈱は今回この問題に対し真摯に向
き合いアスファルト混合物に廃ペットボトル
を混入させることに成功しました。スーパーポリアスコン 100 ㎡あたり 500ml のペットボ
トルを約 1,000 本分処理することができます。

私共は今後スーパーポリアスコンの普及を進め、地球環境への貢献を果たして参る所存
です。皆様のご協力を賜りますようお願い申し上げます 
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全建賞

各地域で進められている東日本大震災の実情や教訓を語り
継ぐ「震災伝承」の取組みを、関係行政機関等が連携してネッ
トワーク化し、目的に応じて教訓を巡り学べる仕組みづくり。
各地域での取組みをネットワーク化することにより、それぞ
れの地域の取組みの効果を最大限に生かす仕組みとなってい
る点が評価された。

全建賞審査委員会の評価ポイント

特定のインフラに係わらない公共事業全般に関する取り組み

授賞機関　国土交通省 東北地方整備局、青森県、岩手県、宮城県、福島県、仙台市

�東日本大震災の教訓に学ぶ「3.11伝承ロード」の取り組み

76

キーワード　�ネットワーク化、震災伝承施設、ピクトグラム

1．はじめに
発災から９年が経過した東日本大震災の被災地では、

震災遺構の保存、慰霊碑や追悼施設の整備、語り部活動
など、震災の実情や教訓を次世代に語り継ぐ「震災伝承」
の取り組みが各地で数多く進められている。これらの取
り組みをネットワーク化し、目的に応じて教訓を巡り学
べる仕組みをつくることで、災害への備えを実体験とし
て学べる教材を被災地のみならず全国各地の方々に提供
できるものと考えられる。

2．事業の概要
東北地方整備局と、青森県、岩手県、宮城県、福島県

及び仙台市では、被災地における震災伝承を効果的・効
率的に行うための連携を図ることを目的に、「震災伝承
ネットワーク協議会」を平成30年７月に設置した。

震災伝承の取り組みをネットワーク化した「３．11伝
承ロード」（下図）を形成し、総体でメッセージを発信
することにより、防災力の強化と被災地の交流促進や地
域創生を図ろうとするものであり、具体的な取り組みは、
次の３つの柱で構成されている。

①震災伝承ネットワークの運営・伝承ロード形成
②防災プログラムの基盤形成と開発
③復興に向けた地方創生・地元支援

3．事業の成果
具体の取り組みの第一弾として、東日本大震災の実情

や教訓を伝承する「震災伝承施設」の募集を行い、平成
31年３月に初回として192件（令和２年７月現在236件）
を登録した。

施設の案内には、新たに作成したピクトグラム（下図）
を使用することができ、すでにこれを用いた案内標識（下
写真）の設置が進められている。また、行政による取り
組みの一方で、学術界、経済界が中心となって、この取
り組みを支援する「（一財）3.11伝承ロード推進機構」
が設立され、震災伝承施設を巡って学ぶ「伝承ツーリズ
ム」の企画もスタートしている。

4．おわりに
「防災意識社会」の構築には、行政機関、民間企業、

国民一人ひとりが、災害リスクに関する知識と心構えを
自分ごととして理解しなければならない。しかしながら、
これを実体験として学べる場所はまだまだ限られている
と言ってよい。

戦後最大の自然災害を受けた東北には、発災当時の実
情・教訓をリアルに伝える資料、写真、映像、構造物、
建物などがたくさん遺されている。

また、当時の様子を詳しく伝える語り部活動も盛んに
行われている。これらの貴重な防災学習の教材を全国各
地の防災力向上に活かさない手はない。災害が起きてか
らでは遅い。
「３．11伝承ロード」の取り組みは始まったばかりで

あるが、この先駆的な取り組みが全国各地の防災意識社
会構築の手掛かりとなれば幸いである。「３．11伝承ロード」のイメージ

ロゴマーク

ピクトグラム 案内標識
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１ はじめに 

大熊町では、東日本大震災に起因した原子力災

害によって、平成３１年４月の帰還困難区域を除

いた区域の避難指示が解除されるまでの約８年

間、全町民が町外での避難生活を余儀なくされて

いた。避難の長期化と広域化により、これまで築

き上げてきたコミュニティが崩れ、町民同士の交

流が希薄になるなど、避難先におけるコミュニテ

ィの維持・形成が大きな課題となっていた。 

そうした中、大川原地区を町の復興拠点として

位置づけ、避難指示の解除に併せて行政拠点とな

る役場新庁舎や商業施設、交流施設、公営住宅な

どを整備し、帰還後においても、安心して暮らし

ながら、人々が集まり、交流が生まれ、つながり

を持ってお互いが支えあえる新しいコミュニテ

ィを構築していける環境づくりを進めていた。 

２ 事業の概要 

本事業は、福島県が大熊町からの要請を受け、

避難指示解除後に故郷へ帰還する町民を対象と

した戸建住宅（５０戸）と、新たに町へ移住する

方々を対象とした集合住宅（４０戸）を代行で整

備したものである。 

整備にあたっては、高齢者から次代を担う若い

世代まで、誰もが心身ともに健康で安心な暮らし

ができる良質な住環境を整えるとともに、住戸プ

ランだけでなく、役場新庁舎から延びる生活軸上

に配置した中央広場とのつながりや周辺の景

観・環境と調和した建築デザイン、団地内のアク

ティビティを意識した中央広場のデザイン等に

配慮し、新たなコミュニティ形成の促進を図った。 

さらに、集合住宅では、定住人口の回復を図る

ため、新規転入者にとって、町に馴染みやすく長

期にわたり住み続けたくなるような魅力ある住

環境を目指した。 

３ 事業の成果 

生活軸の中心として集いの場となる中央広場

をはじめ、ハンプ道路と隣接する駐車場を一体的

に整備した辻広場や生活軸の始点・終点となるサ

ークル広場など、様々な交流空間を団地内に配置

するとともに、路地（フットパス）や井戸端テラ

ス、コミュニティベンチなどを点在させることで、

コミュニティ形成のきっかけとなり、つながりが

生まれるまちを創造した。中でも、県内の建築系

工業高校生が福島県木材協同組合連合会の協力

を得ながら製作・設置したコミュニティベンチは、

入居者のコミュニティ形成の支援に大きく寄与

している。 
  

 

 

 

図・写真等 

 

 

 

広場に設置したコミュニティベンチ（高校生が製作） 

 

住宅の整備手法では、買取方式を採用し、平面

計画や工期など、整備に係る提案の公募を行い、

優れた提案を行った事業者（戸建住宅：3事業者、

集合住宅：2 事業者）と売買契約を締結した。各

事業者独自のデザインや特徴を尊重しつつ、全体

調整を実施し、街並みに統一感を持たせている。 

特に、住戸を雁行配置することで、画一的で無

機質とならない変化に富んだ住宅群を形成し、こ

れらの屋根が織りなす街並みは、電線の地中化と

併せて、周辺環境と調和した美しい景観となって

いる。 

４ おわりに 

現在、大川原地区では、第２期事業の戸建住宅

や福祉施設の整備が進み、役場新庁舎を中心に、

震災前からの町民だけでなく、新たに移住し、町

民となった方々の支援や協力を得ながら、町全体

が一丸となって、更なる復興と再生に向け、新た

な一歩を踏み出している。 

令和元年度 全建賞 

大熊町大川原地区災害公営住宅等整備事業（第１期） 
受賞機関 福島県大熊町 

福島県    

 

 

 

図・写真等 

 

 

 

戸建住宅群（中央広場から役場新庁舎を望む。） 
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１ はじめに 

ふたば未来学園は、東日本大震災及び東京電力

第一原子力発電所事故により避難を余儀なくさ

れた福島県双葉郡内の県立高等学校（５校）の特

色と伝統を受け継ぎつつ、復興のシンボルとして

地域振興の核となる人材や全国・世界で活躍でき

る人材を育成するため、広野町に計画整備された

中高一貫校である。 

 

２ 事業の概要 

○敷地面積：57,485.78㎡ 

○延べ面積：21,401.24㎡ 

○構造：〔教室棟〕RC造及び W造他 2階建て 

    〔体育施設棟〕S造 2階建て   他 

本中高一貫校は、「変革者」を育成するという

高い志を持ち、生徒たちが「自立」「協働」「創造」

という校訓のもと、革新的な教育活動を推進する

学校として計画された。 

施設外観 

本校舎は、広野町の西側に位置しており、広野

町の街並みを受け止めるイメージで馬蹄形に建

物を配置。町の一部となるような街路空間 ECC（エ

デュケーショナルコンコース）を設け、隣接する

幼児・小学校施設など、周辺の街並みと有機的に

繋がることで、地域社会と一体となった教育環境

を実現している。ECCを軸として、内側には生徒

の学習の拠点となる教室棟、外側には生徒の様々

な学びをサポートする管理棟や特別教室棟など

を配置。軸線としての ECCは、生徒たちが街の暮

らしや交流の中で見守り育ち、発見や体験によっ

て可能性を引き出すような「主体性」、「協働性」、

「創造性」を育んでいる。

 

 

周辺の街並みと有機的に繋がる街路空間（ECC） 

 

３ 事業の成果 

地域復興のシンボルとして一日も早い完成が

求められていたため、土工事において ICT施工を

採用し、工期の短縮を実現。生徒の生活拠点にな

る普通教室棟を木造でつくり、温かみと潤いのあ

る教育環境づくりを進めるとともに、福島県産の

木材を 896㎥利用することで、環境への配慮、地

場産業の活性化に寄与した。 

太陽光発電・太陽熱利用設備を設け、災害時等

に避難所となる格技場等の床の蓄熱が可能であ

り、非常時には地域住民にも快適な空間として活

用できる。また、建築・電気・機械の各施工者が

3D-CADを活用の上、建築躯体や配管などの収まり

や取合いを事前に十分検討・調整し、将来のメン

テナンスにも配慮した仕上がりとしている。 

 

４ おわりに 

 計画・設計・整備（土木・建築・設備）に携わ

った全ての職員、さらには他自治体から派遣され

担当された職員の皆様のご苦労に対し、この場を

借りて御礼申し上げます。 

令和元年度 全建賞 建築部門 

福島県立ふたば未来学園中学校・高等学校整備事業 

受賞機関 福島県 
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評 価 

全建賞審査委員会の評価ポイント 

総合的な防災力の高いまちづくりを目指し、７地区に防災

緑地を整備した事業。地域住民を交えたワークショップの結

果を計画に取り入れるなど、計画構想段階から地域住民と一

緒になりながら整備を進め、「地域に愛され、地域の親しみの

ある防災緑地」を実現した点が評価された。

１．はじめに 

平成23年3月11日に発生した東北地方太平洋

沖地震による津波で、いわき市の沿岸部では、多

くの方がお亡くなりになるとともに多数の施設

等に甚大な被害を受けたため、県では嵩上げした

堤防、防災緑地、道路のハード整備及び防災教育、

避難経路の表示等のソフト対策など複数の手法

を組み合わせた「多重防御」により総合的に防災

力が向上する復興まちづくりを進めてきており、

その中にあって、当管内では７箇所で防災緑地を

整備し、令和元年 10 月 8 日をもって全ての防災

緑地が完成した。 

２．事業の概要 

 防災緑地とは、海岸堤防背後地に盛土してクロ

マツや広葉樹を植樹したもので、これは東日本大

震災で海岸防災林が津波被災の軽減効果を発揮

したことによる。 

復興まちづくりのイメージと防災緑地の位置づけ 

この防災緑地には、3つの機能を有している。 

(1)防災機能（非常時） 

  ⅰ)津波を減衰し、浸水被害範囲を軽減し、

避難時間を確保する。 

  ⅱ)津波による漂流物を捕捉し、漂流物の衝

突による被害を軽減する。 

 (2)地域振興機能（通常時） 

  海洋レクリエーションや自然とのふれあい 

の場として活用する。 

 (3)景観・環境の再生・形成機能（通常時） 

  地震や津波で失われた景観や環境の再生・形 

成を図る。 

３．事業の成果 

防災緑地の計画策定時には、地域の方々を交え

たワークショップを開催し、様々な意見や思いを

出してもらい、それを計画に取り入れることによ

り、地域と行政の協働により防災力を守り育てて

いく関係を構築することができた。 

工事中には、地域に植生しているＤＮＡを防災

緑地で再生させるため、小学生など地域の方々に

地域のドングリを採取してもらい、苗木を育て、

その苗木を防災緑地に植樹してもらう「ドングリ

プロジェクト」や苗木を地域の方々に植樹しても

らう「植樹祭」を開催したところであり、地域の

方々と一緒に育み、愛される防災緑地づくりを行

うことができた。 

ドングリプロジェクトによる植樹の様子（平成２８年１０月） 

また、防災緑地は地域の方々の日常生活に身近

な公園施設となることから、地域の方々に草刈り

などの維持管理を行ってもらう「防災緑地づくり

協定」を県・市・地元行政区等と締結したことに

より、防災緑地の必要性・役割を定期的に認識し

て地域の方々と防災緑地を繋いでいくことが期

待できる。 

４．おわりに 

防災緑地の整備には、地域の方々を始め、多く

の方々のご協力を得て、無事、完成することがで

きた。今後も「地域に育まれ、地域に愛される防

災緑地」となるよう引き続き、地域の方々を交え

た取り組みを行っていきたい。

令和元年度 全建賞

いわき建設事務所管内の防災緑地事業（７箇所） 
受賞機関 福島県 いわき建設事務所
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曲面ウェブ箱桁を採用した天神大橋の建設。櫛型

の型枠を工場で製作、現場組み立てにより曲面形状

を確保し、締固め工法も壁バイブレーター等を使用

して品質を確保した点や、平面線形が S字カーブし

ていることから、垂直、水平の合成要素設計するこ

とで偏心力をコントロールしながら施工した点が

評価された。 

１．はじめに 

本事業は、福島県の太平洋沿岸に位置し、東日

本大震災に伴い甚大な被害を受けた津波被災地

域を南北に縦断する県道広野小高線（通称：浜街

道）の道路整備に関連して、二級河川木戸川に架

けた新たな橋梁である。 

 

２．事業の概要 

天神大橋は、橋長L=209.5m、幅員W=6.5(10.75)m

の「ＰＣ４径間連続曲面ウェブ箱桁」である。本

橋梁は、海岸線に近く、太平洋・木戸川・天神岬

等の周辺景観に配慮するため、桁高を押さえた構

造美が特徴である。 

県道広野小高線天神大橋外観 

 

３．事業の成果 

（１）耐久性の向上 

本橋の箱桁断面は外ウェブの角度が約 35°と

急であることから、コンクリート打設時には確実

なコンクリートの充填をはじめ、残留気泡やジャ

ンカ等の初期不良、下床版からのコンクリートの

吹出しが課題であった。このため、締固め機械の

選定や内型枠に設ける打設窓およびバイブレー

ターの挿入口位置の検討を行う必要があること

から、実物大供試体を事前に地上で製作して打設

試験を行い、改善点などを実施工へ反映すること

によって品質を確保し、耐久性の向上に努めた。 

（２）施工の合理化・効率化 

曲面ウェブ箱桁の型枠に“櫛枠”を採用するこ

とよって、人力で運搬と設置が可能な重量（50kg

未満）に前もって分割製作し、作業を効率化させ

た。 

 

型枠（櫛枠）設置状況 

また、通常の PC 箱桁では、PC 鋼線の緊張設計

では垂直方向の角変化による摩擦を考慮して計

算するが、本橋は特殊な断面形状であることに加

えて平面線形がＳ字カーブ（最小 R=418）である

ため、垂直方向よりも水平方向の角変化を考慮す

る必要があることや、緊張手順によっては偏心力

の発生により所定の緊張力が導入できなくなる

恐れがあった。このため、ＰＣ鋼線１本毎に平面

の角変化が分かるＰＣ鋼線配置図を新たに作成

し、垂直方向及び水平方向の合成角から緊張設計

を行い、緊張作業を実施した。加えて、緊張手順

では外ウェブ側の緊張時に機器を２組使用し、PC

鋼線を左右同時に緊張することによって施工を

合理化し、たわみや基準高さといった要求される

出来形を確保できた。 

 

４．おわりに 

天神大橋を含む約 2.7km区間は、地域特有の多

くの課題を乗り越え、令和 2年 3月 8日に供用す

ることができた。これもひとえに地域の方々や関

係機関のご理解とご協力の賜物であり、心より感

謝申し上げる。 

 

令和元年度 全建賞 

県道広野小高線 楢葉地区・天神大橋整備事業 
受賞機関 福島県 富岡土木事務所 
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